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小学校音楽科における 
「音楽を形づくっている要素」の指導法

－視覚的教材の分析を通して－

Teaching Method of “Elements of Music”  
at Elementary School Music Education.

— Through the Analysis of the Materials to Visualize Music —

丸　林　実千代
MARUBAYASHI Michiyo

［Abstract］ Eight years have passed since the release of the current version of the “Education 

Ministry’s Curriculum Guidelines for Elementary School”, and revision for the next update is 

ongoing. The main revised point in the current “Music Section of Education Ministry’s Curricu-

lum Guidelines for Elementary School” was the formation of a “Common Curriculum for Perfor-

mance and Listening” and the inclusion of “the elements of music” in the Common Curriculum. 

    Since the Common Curriculum and the elements of music were introduced, many attempts to 

teach them have been carried out in elementary school classrooms, and the feedback accumu-

lated through teachers’ study groups and brush-up sessions, and reflected in individual teacher’s 

“Teaching Plan”. However, this feedback is from an individual teacher’s experience, and still no 

framework exists to collect, analyze or clarify the overall experience of teachers as a whole. In 

the current situation teachers are given insufficient information and they have to plan and teach 

the class relying solely on their own experience, so they are unable to conceptualize “the ele-

ments of music” objectively. Therefore, structuring the teaching methods of “the elements of mu-

sic” or establishing a framework is necessary.

   Also, alongside learning the elements of music, more materials to visualize music are being 

used in recent years. This paper focuses on the materials to visualize music and reviews the re-

lationship between those materials and the teaching of “the elements of music” in elementary 

school classrooms, aiming to be a fundamental study for establishing these teaching structures.

    The research methods cover “music textbooks” and “teacher guidance books”, in which the 

materials to visualize music are analyzed in terms of ‘illustration’, ‘photograph’, ‘graphic score’, 

‘rhythmic notation’, ‘melody line’ and ‘coloring’. Thus the tendency of each grade is revealed. 

Next each element of “elements of music” is analyzed by those same terms, and tendencies and 

challenges are revealed. Using these tendencies and challenges, we intend to establish a frame-

work for understanding the teaching methods of ‘’elements of music” at elementary school music 

education in the future.
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１．はじめに

現行の『小学校学習指導要領』が告示されてから8年が経過し、すでに次期の改訂に向けての作

業が進められている。現行の『小学校学習指導要領・音楽』の改訂の最大のポイントは［共通事項］

の新設と、その中での「音楽を形づくっている要素」の提示であるといえよう。

これらが示された後、小学校の実践現場では数多くの試みがなされており、それらは研究会や

研修会の「学習指導案」レベルで豊富な蓄積を重ねてきている1）。しかし、それらは個別に取り

組まれた音楽教育実践であり、多くの実践を総括して捉え、分析のできる枠組みはいまだ開発さ

れていないといえよう。このような状況で、音楽教師は希薄な情報と自己の指導経験のみを主要

な拠りどころとして音楽授業を計画・実践せざるを得ない。そして、「音楽を形づくっている要素」

に関する指導について、客観的に把握・判断することができないのが実状であろう。つまり、何

を指標として学習を計画するのかも不明瞭であり、そして実践された授業を分析・検討し次への

課題を見いだすといった、一連の授業研究が有意義に機能することができていないのである。そ

こで求められているのが、この「音楽を形づくっている要素」の指導の構造化、もしくは枠組み

の構築である。

また、この「音楽を形づくっている要素」の学習とともに、近年では音楽を視覚的に把握させ

る教材が多用されているようである（以下、これらを「視覚的教材」と表記して用いる）。現在の『音

楽教科書』は多くのイラストや写真で彩られ、それらが子どもたちの音楽学習を促進させている

ことは容易に想像できる。そして、上記の注1）で参照した国立教育政策センターのサイトの「音

楽を形作っている要素」に関する実践では、この要素を視覚的に表現した教材が多く用いられて

いた。つまり、「音楽を形づくっている要素」に関する指導では、教師の実践経験から視覚的教材

が効果的と考えられていることが推察される。しかし、これらの関連性は具体的かつ詳細に検討

されたことがないのではなかろうか。

そこで本論文では、視覚的教材に焦点をあて、現在の小学校音楽科の授業における「音楽を形

づくっている要素」の指導との関連性について分析・検討することを目的とする。そして、ここ

から「音楽を形づくっている要素」に関する音楽指導を構造化するための基礎研究としたい。

２．分析の方法

（1）	「音楽を形づくっている要素」とは

平成20（2008）年告示『小学校学習指

導要領・音楽』に示された「音楽を形づ

くっている要素」とは右の【表1】のとお

りである。「音楽を形づくっている要素」

とは、［共通事項］に示されたものであり、

それは各学年とも「音楽を特徴づけてい

る要素」と、「音楽の仕組み」に大別され

ている。

【表1】「音楽を形づくっている要素」

第 1 学年
及び

第 2 学年

音楽を特徴づけている要素：
音色、リズム、速度、旋律、強弱、拍の流れ、
フレーズ
音楽の仕組み：反復、問いと答え

第 3 学年
及び

第 4 学年

音楽を特徴づけている要素：
音色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なり、
音階、調、拍の流れ、フレーズ
音楽の仕組み：反復、問いと答え、変化

第 5 学年
及び

第 6 学年

音楽を特徴づけている要素：
音色、リズム、速度、旋律、強弱、音の重なり、
和声の響き、音階、調、拍の流れ、フレーズ
音楽の仕組み：反復、問いと答え、変化、音
楽の縦と横の関係
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（2）	分析対象

分析対象は小学校音楽科において最も多く採択されている教育芸術社の『小学生の音楽　教科

書1～6年』（以下『教科書』）、および『小学生の音楽　教師用指導書1～6年』（以下『指導書』）（と

もに2011年）である。当然のことながらこれらは平成20年告示『学習指導要領』準拠である。

そして、これらに掲載・表記された視覚的教材を対象とするが、『指導書』の中の指導法におい

てDVDを用いていたとしても、各教師が用いる映像を特定できないため、今回の分析では対象

としない。

（3）	分析方法

本論文は【表2】のような分析枠組みを構成した。この枠組みにしたがって、『教科書』および『指

導書』を分析し、全学年について分析結果を記入していく。

【表2】分析枠組み

題
材
名

教
材
名

題材の
ねらい

音楽を形づくって
いる要素

視覚的教材の
種類

音楽を形づくっている要素と
視覚的教材との関連性

指導書における
教材の活用法

考
察

〔題材名〕は、『指導書』に掲載されているもの。

〔教材名〕は、その題材で用いられている教材名（＝ほとんどが楽曲名）。

〔題材のねらい〕は、『指導書』に題材ごと提示されているもの。その文章の中にも「音楽を形

づくっている要素」が含まれている場合は、それらを抽出する。

〔音楽を形づくっている要素〕は、『指導書』の中に年間指導計画の形態で、「教材と学習指導

要領との関連」が示されている。そこに教材ごとに「リズム」や「音色」などの具体的

な要素が表記されており、それらを分析表に記入する。また、要素が記入されていない

教材については、『指導書』の「指導計画」（＝学習指導案）のページを詳細に検討

し、そこから要素を抽出する。

〔視覚的教材の種類〕は、筆者が『教科書』を事前分析した結果、〈挿絵〉〈写真〉〈絵譜〉

〈リズム譜〉〈旋律線〉〈色分け〉の6種類に分類できると判断した。そこでこれら6種

類の中から判別する。

〔音楽を形づくっている要素と視覚的教材の関連性〕は、『指導書』の中で視覚的教材をどのよ

うに活用しているのかを読み取り、それらが「音楽を形づくっている要素」と関連して

いるかを筆者が検討する。そして関連性の有無について〇×で記入する。なお部分的に

関連はしているが、確実と判断できないものは△とする。

〔指導書における教材の活用法〕は、『指導書』の「指導計画」において視覚的教材が用いられ

ている活動を抜粋する。

〔考察〕は、分析からの筆者の考察を記入する。
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3．各学年の分析結果および考察

【表2】の形式にしたがって、全6学年の『教科書』と『指導書』の分析を行った。その分析表は

大部にわたるため、ここでは省略する。

『教科書』および『指導書』における視覚的教材の種類ごとの分析結果は、下記の【表3】のとお

りである。

【表３】　『教科書』に見られる視覚的教材の種類と数　　　（教材数）

挿絵 写真 絵譜 リズム譜 旋律線 色分け 学年計

第 1 学年 26 6 6 9 0 6 53

第 2 学年 25 5 6 6 0 2 44

第 3 学年 15 10 3 4 0 1 33

第 4 学年 10 7 6 5 1 1 30

第 5 学年 6 9 0 2 2 1 20

第 6 学年 7 10 0 2 1 0 20

項目計 89 47 21 28 4 11 －

（1つの教材に複数の種類が含まれている場合もあり、それらも重複してカウントした。）

そして、「音楽を形づくっている要素」と視覚的教材の関連性を検討した結果は、【表4-1】【表

4-2】【表4-3】である。

では、以下に分析結果を学年ごとに述べ、その特徴について考察を加えることにする。

（1）第1学年

第1学年の『教科書』では、すべてのページで視覚的教材として〈挿絵〉〈写真〉〈絵譜〉〈リズム譜〉

〈色分け〉の5種類のいずれかが用いられていた。

その中で最も多かったものは〈挿絵〉であり、合計26点の教材に見られた。そして〈挿絵〉を用

いたほとんどの教材やその指導法では、「音楽を形づくっている要素」との関連は見られなかった。

しかし、第1学年の子どもたちには、まず音楽に興味・関心を抱き、音楽に親しむことが重要で

あると目標にも示されているように、『教科書』の〈挿絵〉によって音楽活動に興味を持つことに

有効に用いられていると考えられた。指導書の学習内容の部分では、〈挿絵〉を見て楽しい様子を

思い浮かべながら歌ったり、登場人物の気持ちになって聴いたりするなど、音楽を身近に感じる

ことができるような学習が展開されていた。これは〈写真〉についでも同様である。〈写真〉は情

景を想像するために多用されており、ここには「音楽を形づくっている要素」との関連は見られ

ない。この〈挿絵〉と〈写真〉は、第1学年の子どもたちが音楽学習を進めるうえで、補助的な位

置づけにされているといえよう。

次に〈絵譜〉であるが、第1学年の学習内容には実際の音符・休符が設定されていないため、『教

科書』にも五線譜が用いられていない。そのため、歌唱教材の多くは白抜き音符で表されている。

白抜き音符は階名唱を行う活動には有効であり、中学年以降に増加する読譜・記譜の活動へと段

階的につなげていくことができると考えられる。

そして〈挿絵〉の次に多かったのは〈リズム譜〉である。〈リズム譜〉は、「しろくまのジェンカ」

や「ぶんぶんぶん」など、〈挿絵〉と合わせて学習を進めるものに多用されており、子どもたちが
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無理なくリズム打ちや拍打ちを習得できるよう工夫されている。さらに〈リズム譜〉におけるリ

ズムは、四分音符や四分休符などの音符・休符で表されるのではなく、「〇（たん）」や「・（うん）」、

「〇（たた）」などの形で簡単に表記されている。このことから、第1学年の時点では、拍や音符

について詳しく説明し理解させるのではなく、「拍の流れ」にのって確実にリズム打ちができるよ

うにする工夫がなされているのである。そしてその際、最初から打楽器を用いてリズム打ちをす

るのではなく、まずは手拍子やリズム唱を行い、その活動からリズムを体で感じ取れる活動に移

行するようにされていた。〈リズム譜〉に関しては、「音楽を形づくっている要素」のうち「リズム」

や「拍の流れ」の要素との関連が強いといえよう。

さらに〈色分け〉では、交互唱をする際に有効的に用いられている。〈色分け〉されていることで、

子どもたちはどの部分が交互唱になっているのか、自分のパートの位置づけを視覚的に理解する

ことができる。〈色分け〉された教材例として「あいあい」があげられるが、この学習では互いの

声を聴きながら楽しく歌う活動となっている。この〈色分け〉は、「音楽を形づくっている要素」

のうち「反復」や「旋律」の要素との関係が強く見られた。

（2）第2学年

第2学年の『教科書』では、第1学年同様、すべてのページで視覚的教材として〈挿絵〉〈写真〉〈絵

譜〉〈リズム譜〉〈色分け〉の5種類のいずれかが用いられていた。またその数の内訳もほぼ同じであっ

た。

まず〈挿絵〉に関しては、第1学年同様、そこから情景を想像させるための補助的要素が大きい。

情景の想像以外には、「たぬきのたいこ」や「はしの上で」などにおける身振り例を示した〈挿絵〉

が増えている。子どもたちが音楽を聴きながら、もしくは歌いながら「拍の流れ」にのって楽し

く活動することができるような内容が、この第2学年では多い。また、〈挿絵〉と比較して〈写真〉

【表4-1】「音楽を形づくっている要素」と視覚的教材の関連性（低学年）

視覚的教材
第 1 学年 第 2 学年

挿
絵

写
真

絵
譜

リ
ズ
ム
譜

旋
律
線

色
分
け

挿
絵

写
真

絵
譜

リ
ズ
ム
譜

旋
律
線

色
分
け

「音楽を形づくっている要素」との関連

音
楽
を
特
徴
づ
け
て
い
る
要
素

音色
〇 3
× 6 2 2 3 1 3

リズム
〇 3 1 5 1 6
× 3 2 1 9 2

速度
〇 （1）
× 6 1 3 2 2

旋律
〇 1 4 1 1 6
× 7 3 1 10 2 1

強弱
〇 2 1
× 8 3 1 1 9 1 1 1

拍の流れ
〇 1 7 8 4 4 4
× 13 5 1 4 9 3 2

フレーズ
〇 2 1 1 5 1 2
× 9 5 2 9 2 1 3

音
楽
の
仕
組
み

反復
〇 2
× 4 1

問いと答え
○
× 4
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は、第1学年同様、単純かつ直接的に情景を表すものが目立ち、「音楽を形づくっている要素」と

の関連はまったく見られない。

そして〈挿絵〉に次いで多かったのが〈絵譜〉である。第1学年と同じく白抜き音符で旋律や音

階を表しているものもあるが、第2学年では少し発展して、楽譜が二線譜で表記される部分もあっ

た。これは学年の発達段階を考慮しながら、少しずつ五線譜に近づくような工夫であるといえる。

さらに、白抜き音符で表された〈絵譜〉の他に、旋律を星や人形などの「形」で表している〈絵譜〉

が登場している。特に第2学年段階で、鑑賞曲の旋律を階名で捉えるレベルまでは求められない

ため、このように「旋律」が簡単な形で視覚的に表されているものが多いといえよう。いずれの〈絵

譜〉も主に、「音楽を形づくっている要素」の「旋律」や「フレーズ」との関連性が強い。

次に〈リズム譜〉であるが、第1学年のときのような「〇（たん）」や「・（うん）」での表現に加

えて、四分音符や八分音符、四部休符や八分休符などの音符・休符でリズムが表されるようになっ

た。子どもたちがこれまでよりも複雑なリズムが打てるよう、リズム打ちの際に教師が基本的な

拍を提示することが効果的と考えられているのであろう。教師の拍打ちの例も〈リズム譜〉で指

導書に記されている。第2学年の〈リズム譜〉は「音楽を形づくっている要素」における「リズム」

や「拍の流れ」と関連が強く見られるが、「フレーズ」との関連は希薄である。

最後に〈色分け〉は、「かえるのうた」や「どこかで」など、第2学年から始まる輪唱（カノン）の

練習に効果的に用いられている。〈色分け〉がなされていることで、グループで歌う際、自分たち

のパートがどのように位置づけられているのかを視覚的に把握することが可能である。さらに〈色

分け〉によって、曲の出だし部分がずれていると確実に理解でき、その上、曲が追いかけっこの

ようになっていることも視覚的にわかる。そこで第2学年の〈色分け〉では、「音楽を形づくって

いる要素」のうち「反復」や「フレーズ」との関連が強いが、「拍の流れ」や「強弱」との関連はま

だ見られないといえよう。

（3）	第3学年

第3学年の『教科書』では、視覚的教材として〈挿絵〉〈写真〉〈絵譜〉〈リズム譜〉〈色分け〉の5種

類のいずれかがほとんどのページで用いられている。低学年と異なる点は、視覚的教材が用いら

れていない教材が2点あったことである。

まず〈挿絵〉に関しては、低学年と同様に視覚的教材の中で最も多く見られた。この第3学年か

らリコーダー学習が始まるが、『教科書』では新出の音が出てくるごとにリコーダーの運指をわか

り易い大きな〈挿絵〉で示している。教師が口頭で「〇番目の穴を押さえて」といった指示を出す

よりも、〈挿絵〉を参考にして視覚的に理解し、模倣によって演奏する方が、子どもたちには運指

や奏法を習得しやすいと考えられる。第3学年以降もリコーダー学習は継続されるが、この導入

期に基礎的な技能を確実に習得することが重要であり、ここでの指導は〈挿絵〉を有効に活用し

ているといえる。その他の〈挿絵〉では、低学年と同じように情景を思い浮かべて歌う際の手助

けとなるものが多く、〈写真〉に関しても同様である。

次に〈絵譜〉については、第2学年でも見られたように、「旋律」を絵や形で表したものがいくつ

かあり、これらはいずれも鑑賞活動で効果的に用いられている。〈絵譜〉を見ながら鑑賞すること

で、「音楽を形づくっている要素」である〈強弱〉や〈旋律〉の動きの理解を促そうとしているので
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ある。さらにこの学年で用いられる〈絵譜〉では「旋律」を形で表すだけでなく、「線」で表記して

いるものが現れてきた。これも前者と同じように「音楽を形づくっている要素」の「旋律」との関

わりが深いといえる。

そして〈リズム譜〉は、提示されたリズムをただ打つ活動だけではなく、自分たちでリズムを

つくる創作活動で用いられるようになっていた。「強弱」やバランスを工夫したり、合奏の終止形

をつくる活動で、つくったリズムを『教科書』に記入できる形式になっている。〈リズム譜〉と「音

楽を形づくっている要素」との関連は、「強弱」「リズム」が多いが、「フレーズ」を表しているもの

は見られなかった。

（4）	第4学年

第4学年の『教科書』では、ほとんどのページで視覚的教材として〈挿絵〉〈写真〉〈絵譜〉〈リズ

ム譜〉〈色分け〉のいずれかが用いられており、この第4学年で初めて〈旋律線〉が登場している。

また、視覚的教材が用いられていない教材が2点あった。

〈挿絵〉に関しては、第1・2・3学年と同様に、そこから情景を想像せるものが多く見られた。

しかしこれまでの第1・2・3学年では、色彩豊かでにぎやかなものであったが、この第4学年から

は簡素化し、ワンポイントなどで示されるものが増えている。発達段階に応じて、〈挿絵〉の形態

も変化している。

【表4-2】「音楽を形づくっている要素」と視覚的教材の関連性（中学年）

視覚的教材
第 3 学年 第 4 学年

挿
絵

写
真

絵
譜

リ
ズ
ム
譜

旋
律
線

色
分
け

挿
絵

写
真

絵
譜

リ
ズ
ム
譜

旋
律
線

色
分
け

「音楽を形づくっている要素」との関連

音
楽
を
特
徴
づ
け
て
い
る
要
素

音色
〇 （4）（2） 1 （1）（2）
× 1 3 1 1 1 3 3 2 1

リズム
〇 3 3 6 1
× 5 3 1 8 2 1

速度
〇
× 2 3 1 1 1

旋律
〇 4 （1） 4 1
× 13 7 3 12 6 1 4 1

強弱
〇 3 3
× 6 4 1 2 1 5 4 2 1

音の重なり
〇 １ 1
× 1 4 3 1 1

音階
〇 1 （1） 1
× 1 1 1

調
〇
× 2 1

拍の流れ
〇 1 2
× 5 2 2 1

フレーズ
〇 1
× 7 2 2 4 1 1 3 1

音
楽
の
仕
組
み

反復
〇 1
× 1 1

問いと答え
〇 1
× 1 1 1

変化
〇 1
× 2 1
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そして〈写真〉については、リコーダー学習を例として取り上げておきたい。この学年でのリコー

ダー学習は、タンギングに加えてサミングの習得が目指される。サミングの奏法は、教師の手本

（範奏）に加えて『教科書』に〈写真〉を掲載することで、確実に習得させる意図が読み取れる。

また第3学年までの〈写真〉は、情景を想像させるものがほとんどであった。しかし第4学年か

らは、〈写真〉を用いで楽器の特徴を見つけ、そこからどのような音が鳴るのかを想像したり、実

際にそれを手本として表現方法を工夫する学習が増加していた。〈写真〉を見ながら音楽鑑賞する

ことで、「この部分はこの楽器が使われているんだ」、「この楽器はこんな音が出るんだ」、などさ

まざまな発見をしながら、興味をもって鑑賞活動を行うことに効果を期待し用いられていた。こ

の学年での〈写真〉の活用は、「音楽を形づくっている要素」の中では、ある程度「音色」に関連性

があると考えられたが、その他の要素との関連性を見いだすことはできなかった。

次に〈絵譜〉であるが、第3学年と同様に鑑賞曲に多用されており、楽器の特徴を生かした“形”

や“色”、“線”などで音を表現していた。第3学年では、〈絵譜〉で1つの「旋律」のみが示されてい

たが、第4学年では「主旋律と副次的な旋律」、「主旋律と伴奏」など2つ以上の異なる旋律を平行

して示しているものが出てきている。これは「音楽を形づくっている要素」における「旋律」と「音

の重なり」に関連している。

そして〈リズム譜〉は、「リズムアンサンブル」や「リズム伴奏づくり」などの器楽や創作の教材

で多く見られた。第4学年では8分の6拍子などの新しい拍子や、多様な音符・休符が組み合わさ

れた複雑なリズムの学習が行われており、そこで〈リズム譜〉は効果的に提示されていた。この

学年での〈リズム譜〉の活用は、「リズム」や「拍の流れ」との関連が読み取れた。

この学年で特徴的なことは〈旋律線〉が登場したことである。これまでの学習で「旋律」は、主

に〈絵譜〉で視覚的に表現されていたが、第4学年からは「旋律」をシンプルな線で表す〈旋律線〉

が多用されるようになっている。このことから、高学年にむけて〈絵譜〉から楽譜（＝五線譜）に

移行させていく指導の意図が見える。ここでの〈旋律線〉は、「音楽を形づくっている要素」での「旋

律」と「フレーズ」に直接的関連しているといえる。

（5）	第5学年

第5学年の『教科書』では、視覚的教材として〈挿絵〉〈写真〉〈リズム譜〉〈旋律線〉〈色分け〉が

用いられており、〈絵譜〉が消えている。第4学年まではほとんどの教材で視覚的教材が用いられ

ていたが、この第5学年からはそれが大幅に減少している。

まず〈挿絵〉に関しては、第4学年と比較して3分の1にまで減少している。また〈挿絵〉は簡素

化され、これまでの学年とは異なり、情景を想像させる目的で用いられているものは少ない。〈挿絵〉

では、「旋律」を表しているものが見られるが、ほとんどの教材では「音楽を形づくっている要素」

との関連はないと判断された。

次に〈写真〉については、第4学年と同様に情景の想像に加えて、〈写真〉から楽器の特徴を捉え

たり、演奏形態の確認をする際に用いられている。ここでも「音楽を形づくっている要素」の「音

色」と部分的に関連するものが見られた。

そして〈リズム譜〉は、「リズムアンサンブル」や「リズム伴奏づくり」の創作活動で用いられて

おり、「音楽を形づくっている要素」の「リズム」との関連はあるが、「旋律」や「強弱」を表してい
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るものはなかった。

〈旋律線〉は2つの旋律の違いに気づいたり、2つの旋律の重なりを感じ取ったりするために用

いられている。同時に『教科書』では〈旋律線〉を〈色分け〉しており、これらを活用して複数の

旋律を比較する学習場面で生かされている。〈旋律線〉は「音楽を形づくっている要素」のうち「旋

律」と「音の重なり」との関連が見いだされる。

上述したように、第5学年では視覚的教材が大幅に減少している。その理由として〈絵譜〉では

なく、五線譜による通常の楽譜が多用されるようになったことがあげられよう。さらに第5学年

の学習では、『教科書』の既習ページや巻末ページを複数の題材で共通に用いる指導方法が多くなっ

ており、それゆえに各ページにそれぞれ視覚的教材を掲載する必要ななくなってきていることが

推察される。

（6）	第6学年

第6学年の『教科書』では、視覚的教材として〈挿絵〉〈写真〉〈リズム譜〉〈旋律線〉が用いられ

ている。第5学年と同様に〈絵譜〉が用いられておらず、さらには〈色分け〉も消滅した。そして

第5学年と同様に、視覚的教材が用いられていない教材も増えた。

【表4-3】「音楽を形づくっている要素」と視覚的教材の関連性（高学年）

視覚的教材
第 5 学年 第 6 学年

挿
絵

写
真

絵
譜

リ
ズ
ム
譜

旋
律
線

色
分
け

挿
絵

写
真

絵
譜

リ
ズ
ム
譜

旋
律
線

色
分
け

「音楽を形づくっている要素」との関連

音
楽
を
特
徴
づ
け
て
い
る
要
素

音色
〇 （1） （3）
× 1 4 2 1 5 2 2 1

リズム
〇 2 2
× 2 4 2 3 1

速度
〇
× 1 1 2 1

旋律
〇 2 2 1 1
× 4 5 2 4 8 2

強弱
〇
× 2 3 2 2 1 2 3 1 1

音の重なり
〇 1 2 1
× 1 3 5 4 2 1

和声の響き
〇
× 1 4 1

音階
〇 1
× 2

調
〇
×

拍の流れ
〇
×

フレーズ
〇
× 2 1

音
楽
の
仕
組
み

反復
〇
× 1

問いと答え
〇
×

変化
〇
× 1 2 1 1 1

音楽の縦と横の関係
〇
×
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まず〈挿絵〉について、用いられていた数は第5学年とほぼ同数である。また、情景を想像させ

るような目的ではなく、楽譜だけのシンプルなページにワンポイントとして控えめに飾られてい

る。〈挿絵〉に関しては、「音楽を形づくっている要素」との関連は見られない。

次の〈写真〉であるが、第5学年と同様に楽器の特徴や演奏している人々の様子を理解するため

に、音楽鑑賞の参考として用いられているものがほとんどであった。これは音楽鑑賞の学習にお

いて、子どもたちに鑑賞の具体的なポイントを与えてくれている。〈写真〉は、「音楽を形づくっ

ている要素」とは、「音色」において部分的に関連している程度にとどまっているといえる。

そして〈リズム譜〉では、「リズムアンサンブル」と「リズム伴奏づくり」の創作活動のみで見ら

れた。高学年ではこれまでの学習の成果から、多くの音楽学習場面で〈リズム譜〉による補助が

不要になるであろうという想定が読み取れる。「音楽を形づくっている要素」との関連は「リズム」

のみであるといえる。

最後に〈旋律線〉である。これは楽譜の主旋律を明確にするために旋律を線で部分的に取り出

して、「旋律」の特徴や変化を視覚的に捉える活動が展開されている。「音楽を形づくっている要素」

とは「旋律」のみの関連と判断される。

第6学年での視覚的教材は、〈挿絵〉や〈写真〉が簡素化されるなど、ほとんどの学習活動の参考

程度に用いられていた。

４．視覚的教材の種類ごとの分析と考察

次に、視覚的教材の種類ごとに分析結果の考察を行う。

（1）	〈挿絵〉

〈挿絵〉は、全学年を通じて最も多く用いられていた。そして、第1学年から第6学年にかけて2学

年ずつまとまって減少している。低学年では『教科書』の1ページの半分が〈挿絵〉であったり、見

開きで2ページ全面に〈挿絵〉が記されている教材も多かった。そこで期待されている効果は、子

どもたちが楽しく歌ったり、情景を想像することが中心である。反対に、高学年では『教科書』の

大半を楽譜が占めており、簡素化された〈挿絵〉がワンポイントで掲載されているだけであった。

これは高学年にもなると、曲名や歌詞などから情景を想像することができるからであろう。

〈挿絵〉は、全学年を通して「音楽を形づくっている要素」との関連はほとんど見られない。しかし、

第1学年の「げんこつやまのたぬきさん」のように、身振り例が掲載されているものもあり、実際に〈挿

絵〉を見て踊ることで、「リズム」や「拍の流れ」を感じとることには効果があると考えられる。

（2）	〈写真〉

〈写真〉は、全学年を通して数的には大幅な変化が見られない。そして内容としては、全学年

において情景を映しているものが多い。特に共通教材では、全24曲中、20曲に視覚的教材が用い

られており、そのうち17曲が〈写真〉であった。共通教材は、ほとんどが明治期から大正期に創

られた文部省唱歌であり、古い日本の風情や情緒を表現しているものが多い。そこで、古い日本

の風景を残している場所の〈写真〉を用いて、現代の子どもたちに楽曲が表現している内容や心

情を想像させるために用いられていると考えられた。
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また高学年では、〈写真〉を用いて様々な楽器やオーケストラの演奏形態の特徴を見つけ、そこ

からどのような音が鳴るのかを想像したり、実際にそれを手本として表現方法を工夫する学習が

展開されていた。特に〈写真〉は鑑賞活動で多用されており、「音楽を形づくっている要素」の「音

色」との関係が部分的に見られると判断された。

（3）	〈絵譜〉

〈絵譜〉が『教科書』に掲載されている数は、第1学年から第4学年まではわずかな増減が見られ、

第5学年以降は減少している。〈絵譜〉には、他の視覚的教材の種類とは異なり、次のような特徴

的な点が見られた。

まず低学年の〈絵譜〉では、「白抜き音符」で音が示されており、第1学年から第2学年の途中ま

では、歌唱や器楽の活動で五線譜が用いられておらず、線無しで表現しているものも多く、あっ

ても二線譜までである。これらの「白抜き音符」の〈絵譜〉によって、「旋律」の上行・下行や拍節

感が感じ取れるように工夫がなされていた。そこで「音楽を形づくっている要素」では「旋律」「拍

の流れ」との関連が強かった。

そして、鑑賞教材で用いられる〈絵譜〉では、「旋律」の上行・下行や、曲想の「変化」などを音

符ではなく様々な大きさの“形”やカラフルな“色”、太さの異なる“線”で表されていた。鑑賞

活動では、このような〈絵譜〉による視覚的教材によって、「旋律」や「拍の流れ」、「強弱」を感じ

取る（聴取する）ことができ、「変化」や「反復」といった「音楽を形づくっている要素」を、より

明確に理解することができるように示されていた。

（4）	〈リズム譜〉

〈リズム譜〉は、第1学年から第4学年まで用いられていたが、第5学年以降は見られない。第1

学年では「〇（たん）」や「・（うん）」で表記していたが、第2学年の途中からは実際の音符や休

符となる。このように発達段階を考慮した丁寧な指導がこの〈リズム譜〉から見て取れた。

また第4学年以降は、ワークシートに自分たちがつくった「リズム」を記す学習も展開されてお

り、実際の音を〈リズム譜〉に変換することで、子どもが自ら「リズム」を視覚的に把握するよう

な場面も見られた。

（5）	〈旋律線〉

〈旋律線〉は、中学年まで多用されていた〈絵譜〉や〈リズム譜〉を洗練したものと考えられ、

第4学年の途中から単純な“線”で「旋律」の動きや「音の重なり」を表していた。しかし、この〈旋

律線〉を用いた教材は少数である。これは第4学年以降から増加する楽譜によって、その楽曲を

視覚的に捉えることが意図されていると推察される。

（6）	〈色分け〉

最後に〈色分け〉であるが、これは全学年を通して少ない。しかし〈色分け〉は、特に「輪唱（カ

ノン）」の学習の際、大きな役割を果たしていた。「音楽を形づくっている要素」では主に「反復」

と「変化」との関連が見られた。
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5．まとめ：「音楽を形づくっている要素」と視覚的教材

本論文では、「音楽を形づくっている要素」に関する指導法を構造化するための基礎研究として、

視覚的教材との関連で検討を行った。そしてこれらの関連性について、多くの特徴を見いだすこ

とができたが、それと同時に「音楽を形づくっている要素」には、視覚的教材では表現できない

要素や、十分に読み取ることのできない要素があることを指摘する結果ともなったといえる。

例えば「速度」である。これは絵や線などで表すことは困難であり、ほとんどの視覚的教材に

見られなかった。また、第3学年以降の「調」や「音階」の要素についても少なかった。「調」を視

覚的教材で表現することは困難であろうが、「音階」は教師の工夫によって視覚的教材を開発する

ことができるのではなかろうか。

さらには高学年の「反復」や「問いと答え」、「変化」、「音楽の縦と横の関係」も視覚的教材には

反映されていなかった。高学年にもなると視覚的に捉えなくとも、聴覚だけでこれらの要素を把

握・理解できると想定されているのであろうか。しかし、これらの要素こそ視覚と聴覚の双方（も

しくは他の感覚も用いて）によって学習する方が、より子どもに大きな学習効果をもたらすと考

えられる。そこで、高学年における「反復」や「問いと答え」、「変化」、「音楽の縦と横の関係」を

視覚的に表現する教材の開発し、それを用いた指導法を考案することが必要とされよう。特に、「音

楽の縦と横の関係」を学習するための教材開発および指導法の考案は、重要な課題であると思わ

れる。

「音楽を形づくっている要素」に関する指導を行う教師が、本論文で指摘した視覚的教材との

関連の特徴を相対的に把握することによって、より効果的な授業を創造することができると考え

られる。そしてこれらの活用は、「音楽を形づくっている要素」に関する実践の授業研究サイクル

を形成することに寄与するであろう。

最後に、本論文では関連性に関する特徴抽出のレベルにとどまっている。今後はこれらを用い

て、さらに具体的な指導法の構造化を試みることを課題としたい。

注
1）	 国立教育政策研究所のHPでは、教育情報共有ポータルサイトを開設しており、全国から教育実践の
実例を蓄積している。このサイトは 2013 年 10 月ころから実質的な運営が開始されているが、2016 年
10 月時点で小学校音楽科の実践報告は 375 件あり、その内 334 件は学習指導案の具体的なレベルで登
録されている。これらを概観すると、ほとんどの学習指導案の中に［共通事項］や「音楽を形づくって
いる要素」に関連する記述がなされており、実践現場においてこれらが主要な研究課題となっている
ことがわかる。
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